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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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7
月

下記日程は支部会館を休館します。

８月31日（木）10時～12時

　けんせつプラザ東京（要予約）

７月14日（金）終日 書記慰安行事

７月28日（金）終日 全都書記決起集会

８月１日（火）終日 書記局会議

土・日・祝日も休館

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
今
年
も
あ
と
半
年
を
切
り
、

現
場
作
業
が
き
つ
く
な
る
暑

い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。せ
め

て
夜
く
ら
い
は
涼
し
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
６
月
か

ら
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
を

み
る
と「
節
約
し
な
き
ゃ
」
と

も
思
う
こ
の
ご
ろ
。
▼
熱
中

症
を
避
け
る
た
め
に
「
エ
ア

コ
ン
を
適
切
に
」と
い
わ
れ
て

も
賃
金
は
上
が
ら
ず
生
活
は

苦
し
い
中
で
頭
の
痛
い
話
で

す
。
▼
そ
ん
な
中
で
も
政
府

は「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
を
今

年
10
月
か
ら
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
登
録
す
れ
ば
売
上
１
、

０
０
０
万
円
以
下
で
も
課
税

業
者
に
さ
せ
ら
れ
て
消
費
税

納
税
の
義
務
が
発
生
す
る
人

が
出
ま
す
。
▼
私
た
ち
は
消

費
税
廃
止
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
延
期
を
訴
え
て
、
仕
事
と

営
業
を
継
続
し
日
本
全
体
を

活
気
あ
る
社
会
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。▼
す
べ
て
の
国

民
は
法
の
下
に
平
等
で
、
税

金
は
能
力
に
応
じ
て
負
担
す

る
の
が
公
平
で
す
。（
格
闘
競

技
で
体
重
別
の

区
別
が
あ
る
の

は
「
公
平
性
」

の
よ
く
わ
か
る

事
例
）
。こ
の
こ

と
を
し
っ
か
り

「
知
っ
て
」「
考

え
る
」
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い

ま
す
。支部の

ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
税の大原則「公平性」

（佐藤勉・常任執行委員）

インボイス・税と社保
２つの学習会報告２

お知らせ面３

　６月22日のインボイス学習
会、23日の社保協学習会から
要点を報告。

　７月24日からの夏休み宿題
お助け塾や26日の平和行進・
平和のつどいなど各種お知ら
せ。

　今回、杉並区議会でインボイ
ス制度延期の意見書が採択され
るにあたり、意見書を区民生活
委員会に提出したのは、インボ
イス制度を延期・中止したいと
いう一区民の願いからでした。
　陳情者の中には、杉並区民で
ある佐々木税理士の名前も連ね
ています（その他として掲載）。

　

６
月
19
日
の
杉
並
区
議
会
本
会
議
で
、
消

費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
の
延
期
を
国
に
求
め
る
意

見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
23
区
で
初
め
て
の

快
挙
で
す
。
６
月
６
日
の
区
民
生
活
委
員
会
で

賛
成
５
反
対
３
で
採
択
さ
れ
、
組
合
も
本
会

議
で
の
採
択
を
め
ざ
し
て
13
日
に
会
派
要
請

を
し
た
う
え
で
、
当
日
は
役
員
中
心
に
傍
聴
行

動
に
取
り
組
み
、
議
長
を

除
く
47
人
の
う
ち
賛
成

25
人
の
起
立
で
採
択
さ

れ
る
瞬
間
に
立
ち
合
っ
た

だ
け
で
な
く
、
議
会
終
了

後
は
会
派
を
訪
問
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、

今
ま
で
会
派
懇
談
な
ど

で
私
た
ち
が
訴
え
続
け
て

き
た
成
果
で
す
。

　

意
見
書
は
区
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）
。

　

４
月
の
区
議
選
で
は
投
票
率
が
上
が
っ
て

議
会
構
成
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
少
数
会
派

が
最
大
多
数
と
な
る
な
ど
、
議
長
選
出
の
時

点
か
ら
波
乱
含
み
の
展
開
が
起
き
て
い
ま
す
。

各
議
員
の
各
議
案
へ
の
賛
否
も
注
目
で
す
。

６
月
19
日
杉
並
区
議
会
で
意
見
書
採
択

イ
ン
ボ
イ
ス
10
月
実
施
は
延
期
を

23区初

６月に６分会が住宅デー

建設職人が地域に貢献

井
荻
・
西
荻
・
富
士
見
・
中
央
・
浜
福
・
高
和
分
会
が
開
催

　

井
荻
分
会
は
、
６
月
４

日
、
八
成
区
民
集
会
所
に

て
開
催
。
地
元
の
住
民
の

方
を
中
心
に
３
０
０
人
の

来
場
者
を
迎
え
、
24
丁
の

包
丁
を
研
ぎ
ま
し
た
。
綿

菓
子
の
ふ
る
ま
い
や
水

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
も
子
ど
も

に
大
人
気
で
し
た
。
自
由

木
工
教
室
で
は
ゲ
ー
ム
を

入
れ
る
箱
を
つ
く
っ
た
子

も
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
住
宅
相
談
も
２

件
あ
り
ま
し
た
。

　

西
荻
分
会
は
、
西
荻
南

児
童
公
園
に
て
６
月
18
日

に
開
催
。
丸
太
・
角
材
切

り
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
が
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
で
し
た
。

　

住
宅
な
ん
で
も
相
談
は

「
水
ま
わ
り
の
改
装
」

「
ク
ラ
ッ
ク
の
補
修
方

法
」
な
ど
4
件
。
継
続
し

て
お
こ
な
う
こ
と
で
区
民

か
ら
の
期
待
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

富
士
見
分
会
は
、
6
月

3
日
・
4
日
に
お
こ
な
わ

れ
た
「
久
我
山
ホ
タ
ル
祭

り
」
に
出
店
。
２
日
間
で

テ
ン
ト
来
場
者
は
３
千
人

を
超
え
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
と
タ
イ

ル
工
作
は
長
蛇
の
列
で
大

に
ぎ
わ
い
。
毎
回
ク
タ
ク

タ
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。

　

中
央
分
会
は
、
松
ノ
木

公
園
に
て
６
月
11
日
に
開

催
。
多
く
の
組
合
員
・
家

族
の
参
加
が
あ
り
、
運
営

も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

　

工
作
教
室
で
は
、
木
製

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
立
て
を
製

作
。
時
代
と
と
も
に
製
作

物
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
サ
ッ
シ
の
交
換

に
つ
い
て
の
住
宅
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　

浜
福
分
会
は
、
6
月
11

日
に
浜
福
分
会
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
雨

天
の
た
め
か
、
来
場
者
は

少
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

本
部
よ
り
住
宅
デ
ー
視

察
団
が
訪
れ
、
広
い
分
会

セ
ン
タ
ー
や
若
い
組
合
員

が
多
く
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

包
丁
研
ぎ
の
ほ
か
、
木

製
ス
マ
ホ
ス
ピ
ー
カ
ー
の

組
み
立
て
指
導
を
お
こ
な

い
、
子
ど
も
た
ち
は
集
中

し
て
製
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

高
和
分
会
は
、
6
月
4

日
に
高
円
寺
中
央
公
園
に

て
開
催
。

　

こ
の
公
園
で
お
こ
な
う

の
は
、
昨
年
に
続
い
て
2

年
目
と
な
り
ま
す
。
事
前

に
周
辺
地
域
へ
開
催
チ
ラ

シ
配
り
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

包
丁
研
ぎ
の
ほ
か
、
自

由
工
作
教
室
を
開
催
。
公

園
内
に
響
く
木
を
た
た
く

音
が
子
ど
も
た
ち
を
呼
び

寄
せ
ま
し
た
。

　

住
宅
相
談
は
「
樋
の
点

検
・
清
掃
」
を
受
注
し
ま

し
た
。

井荻

西荻

富士見

中央

浜福

高和

子どもたちの笑顔あふれる

区
民
の
声
が

政
治
動
か
す

佐々木淳一税理士
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前
回
の
学
習
会
（
１
月
）
に

引
き
続
き
、
東
京
南
部
会
計
よ

り
佐
伯
和
雄
・
佐
々
木
淳
一
税

理
士
を
招
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

6
月
19
日
の
杉
並
区
第
2
回
定

例
会
本
会
議
に
お
い
て
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求

め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
（
１
面
参
照
）
、
参

加
者
は
82
名
を
数
え
、
関
心
の

高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
は
、
立
憲
民
主
党
の

吉
田
晴
美
衆
議
院
議
員
、
関
口

健
太
郎
都
議
会
議
員
、
樋
脇
岳

区
議
会
議
員
よ
り
、
連
帯
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
消
費

税
を
な
く
す
杉
並
の
会
・
山
田

恭
永
（
や
す
な
が
）
会
長
よ
り

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
佐
伯
税
理

士
よ
り
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
保

存
方
式
）
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

請
求
書
に
「
登
録
番
号
」
が
記

載
さ
れ
た
請
求
書
の
こ
と
で
、

記
載
が
な
い
と
「
適
格
で
は
な

い
」
た
め
、
消
費
税
の
課
税
仕

入
と
し
て
使
え
な
い
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
消
費
税

の
申
告
が
必
要
な
か
っ
た
免
税

業
者
（
１
、０
０
０
万
円
未
満
）

が
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
課
税
業
者
と
な

り
、
結
果
消
費
税
を
納
税
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
（
左
記
表

参
照
）
。「
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
は

取
引
先
と
よ
く
話
し
合
っ
て
か

ら
」
と
佐
伯
税
理
士
は
説
明
し

ま
す
。
取
引
先
が
売
り
上
げ
５
、

０
０
０
万
円
未
満
の
簡
易
課
税

制
度
選
択
業
者
で
あ
る
な
ら
ば
、

登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
免
税
事
業
者
が
令
和
5

年
10
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
9

月
30
日
ま
で
に
課
税
事
業
者
に

な
っ
た
場
合
、
課
税
売
り
上
げ

に
係
る
消
費
税
の
2
割
が
納
税

額
に
な
る
と
い
う
特
例
措
置
も

あ
り
ま
す
。
取
引
先
が
消
費
税

2
割
分
を
上
乗
せ
し
て
支
払
う

可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

岸
田
首
相
は
「
増
税
と
は
税

率
の
引
き
上
げ
や
制
度
を
変
え

て
増
収
を
図
る
こ
と
。（
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
）
結
果
と

し
て
増
収
に
な
る
こ
と
は
増
税

で
は
な
い
」
と
説
明
し
ま
し
た

が
、
制
度
が
変
わ
る
明
ら
か
な

増
税
で
す
。
免
税
業
者
が
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
を
岸
田

首
相
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

登
録
者
が
少
な
け
れ
ば

国
は
実
施
を
た
め
ら
い
ま
す
。

中
止
・
延
期
を
求
め
て
、
引
き

続
き
運
動
を
強
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　インボイス登録はまだ
保留しています。ただで
さえ生活が苦しいのに、
これ以上の税負担はごめ
んです。
　国民に目を向けた政治
をしてほしいです。

これ以上の
税負担はごめん

服部 吉郎さん（高和）

6.22 インボイス学習会 多くの参加で開催

ま
だ
止
め
ら
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

佐
伯
税
理
士
よ
り
講
義
を
受
け
る

講師の佐伯和雄税理士

6.23 　杉並社保協学習会 富の再分配こそ本当の日本復興
　

６
月
23
日
、支
部
会
館
に
て
、小

栗
崇
資
・
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
を

講
師
に
お
こ
な
わ
れ
た
杉
並
社
保

協
学
習
会
の
報
告
（
文
責
・
編
集

部
、20
人
参
加
、う
ち
土
建
13
人
）。

　

小
栗
さ
ん
は
ま
ず
、
内
部
留
保

と
は
何
か
か
ら
説
明
。「
生
み
だ
さ

れ
た
利
益
の
う
ち
、
企
業
内
部
に

蓄
積
さ
れ
た
部
分
」
で
あ
り
、
見

え
る
も
の（
＝
公
表
内
部
留
保
）は

利
益
剰
余
金
の
ほ
か
に
隠
れ
た
内

部
留
保
が
あ
り
、
実
質
内
部
留
保

は
、
利
益
剰
余
金
に
加
え
資
本
剰

余
金
・
引
当
金
・
準
備
金
・
評
価
差

額
等
が
あ
た
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

良
い
内
部
留
保
と　
　

悪
い
内
部
留
保

　

続
い
て
小
栗
さ
ん
は
、
内
部
留

保
（
利
益
剰
余
金
）の
推
移
を
示

し
、
全
法
人
約
２
９
０
万
社
の
統

計
で
も
、
資
本
金
10
億
円
以
上
の

５
千
社
の
統
計
で
も
、２
０
０
０

年
度
頃
ま
で
の
「
ゆ
る
や
か
な
増

加
」
か
ら
、
以
後
「
急
激
に
増
え

た
」
原
因
は
①
人
件
費
の
削
減
②

法
人
税
減
税
③
海
外
子
会
社
投

資
（
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
）
な
ど
に

あ
り
、
売
上
増
か
ら
設
備
増
・
給

料
増
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
経
済
が

良
く
な
っ
て
い
く
い
わ
ば「
良
い
内

部
留
保
」
と
は
逆
の
「
悪
い
内
部

留
保
」で
あ
る
と
指
摘
。

賃
上
げ
・
格
差
是
正
に

内
部
留
保
活
用
で
き
る

　

さ
ら
に
小
栗
さ
ん
は
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
も
指
摘
す
る
金
余
り
の
今
、

①
中
小
下
請
け
へ
の
適
正
な
支
払

い
や
、人
件
費
や
国
内
設
備
投
資

を
増
や
す
な
ど
が
可
能
な
こ
と
、

②
内
部
留
保
へ
の
課
税
も
可
能
な

こ
と（
米
国
・
台
湾
・
勧
告
の
例
の

ほ
か
、日
本
の
資
本
金
１
億
円
以

上
の
同
族
会
社
へ
の
課
税
）
を
説

明
し
、税
制
改
革
の
具
体
案
も
交

え
て
、
富
の
再
分
配
の
有
効
性
を

示
し
ま
し
た
。

内
部
留
保
の
構
造
は
２
０
０
０
年
代
か
ら
激
変

YouTube配信中

熱
海
・
盛
り
土
崩
壊

あ
の
事
件
か
ら
２
年

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

危
険
な
盛
り
土
ま
だ
あ
る

　

先
日
、
熱
海
市
を
何
年
か
ぶ
り
に

通
り
か
か
り
、電
車
の
車
窓
か
ら
、一

昨
年
７
月
に
起
き
た
盛
り
土
崩
壊
事

件
の
被
災
地
を
見
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
は「
人
災
」と
も
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、２
年
経
っ
て
も
わ
か

る
被
害
の
大
き
さ
に
胸
が
痛
む
と
と

も
に
、防
災
の
注
意
と
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

防
災
士
向
け
の
情
報
に
よ
る

と
、
全
国
の
盛
り
土
（
も
り
ど
）

３
万
６
、３
５
４
か
所
の
う
ち
、災
害

防
止
措
置
が
取
ら
れ
て
い
な
い
盛
り

土
は
１
、０
８
９
か
所
あ
る
と
の
こ
と
。

都
道
府
県
当
た
り
の
平
均
で
約
23
か

所
も
あ
り
ま
す
。

他
の
土
砂
災
害
に
も
注
意

　

危
険
な
の
は
盛
り
土
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。杉
並
区
で
は
７
箇
所
が
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
が（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
参
照
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
は「
傾

斜
度
30
度
以
上
、高
さ
５
ｍ
以
上
」な

ど
の
基
準
な
の
で
指
定
外
と
い
う
だ

け
で
は
安
心
で
き
ま
せ
ん
。切
土（
き

り
ど
）と
盛
り
土
の
境
界
面
も
そ
う
で

す
し
、ど
ん
な
に
頑
丈
に
見
え
る
擁
壁

も
水
の
侵
入
な
ど
で
崩
壊
し
ま
す
。今

年
２
月
に
は
、横
浜
市
保
土
谷
区
の
住

宅
地
で
擁
壁
が
崩
壊
し
土
砂
崩
れ
が

起
き
て
い
ま
す
。点
検
は
不
可
欠
で
す

（
表
参
照
）。割
れ
や
ゆ
が
み
が
あ
れ

ば
改
善
工
事
を
。区
に
は
が
け
擁
壁

改
善
資
金
の
あ
っ
せ
ん
融
資
な
ど
も

あ
り
ま
す（
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。

　

何
十
年
と
保
た
れ
て
い
た
構
築
物

が
今
、
年
数
を
経
て
、
危
険
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
歩
き
な
が

ら
、
目
視
で
も
わ
か
る
よ
う
な
劣
化

は
観
察
し
、
公
共
、
民
間
所
有
を
問

わ
ず
、
危
険
に
気
づ
い
た
ら
連
絡
を

す
る
く
ら
い
の
心
が
け
が
区
民
に
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
、
建

築
、
土
木
に
関
わ
る
職
業
人
な
ら
な

お
さ
ら
で
す
。

●こうなったらすぐ避難
　斜面に割れ目
　斜面から水が湧き出てくる
　斜面から小石がパラパラ落ちてくる

●そうなる前に点検を…
　擁壁の水抜き穴の点検（詰まり解消）
　擁壁のひび割れ・ずれ・膨らみ・傾き
　　　　　　　　（改善・補強工事）
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７
月
当
初
人
員
３
、１
４
２
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹 

介 

者

大
菅　

祥
雄

床
・
内
装

井

荻

直
接
加
入

松
村　

敦
哉

床
・
内
装

西

荻

直
接
加
入

高
野　

邦
夫

床
・
内
装

西

荻

転　

入

淺
岡　

久
進

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

川
島　

佑
介

防
水

中

央

武
田　

圭
司

水
上　

雅
広

塗
装

中

央

佐
々
木
和
久

坂
尾　

忠
治

建
築
・
大
工

中

央

日
高　

成
権

濱
本　

好
功

建
築
・
大
工

浜

福

中
村　

隆
幸

濵
本　

義
之

建
築
・
大
工

浜

福

濱
本　

好
功

濵
本　

鈴
也

建
築
・
大
工

浜

福

濱
本　

好
功

Ｌ
Ｅ 

Ｖ
Ａ
Ｎ 

Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｎ

防
水

高

和

松
﨑　

徹

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ 

Ｖ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ａ
Ｎ

防
水

高

和

松
﨑　

徹

佐
藤　

慶
昌

電
気

高

和

直
接
加
入

河
野　

紀
子

床
・
内
装

泉

南

転　

入

河
野　

和
男

通
信

泉

南

転　

入

■配管工■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■防水■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■造園工■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■産廃仕分け等■
【社員】

㈱アトムグループ
代表　並木　壮一
杉並区成田西1-30-28
℡03-3313-5354

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　成規
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
㈱秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡03-6913-6211

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

　７月26日の「平和行進」は暑さ対策のた
め朝10時に杉並区役所前広場に集合し小集
会の後、中野・杉山公園まで行進します。
　今回は人数を限定しません。ぜひ大勢で
一緒に歩きましょう。
　また夜19時からは「平和のつどい」。支部
会館で、被ばく者の体験談などを聞き、平和
を考えましょう（詳しくは担当・喜多まで）。

7.26    平和行進・平和のつどい

発
効
し
た
禁
止
条
約

　

核
抑
止
論
を
明
確
に
否

定
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約

が
２
０
２
１
年
１
月
に
発
効
。

世
界
の
92
の
国
と
地
域
が

署
名
し
68
が
批
准
済
み
で
、

昨
年
６
月
に
開
か
れ
た
第
一

回
締
約
国
会
議
で
「
ウ
ィ
ー

ン
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
裏
切
る
Ｇ
７

　

５
月
に
行
わ
れ
た
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
、

核
保
有
を
正
当
化
し
、
核

抑
止
論
を
強
調
し
、
原
発

な
ど
原
子
力
の
「
平
和
」

利
用
を
宣
言
し
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
期
待
を
裏
切
る
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

３
分
の
１
の
自
治
体
が

意
見
書
採
択

　

政
府
は
条
約
に
背
を
向

け
ま
す
が
、
全
国
１
７
８
８

の
自
治
体
の
３
分
の
１
を
超

え
る
６
５
４
の
自
治
体
で
批

准
を
求
め
る
意
見
書
が
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

杉
並
区
は
「
原
水
禁
署

名
運
動
」
発
祥
の
地
を
自
認

し
て
い
ま
す
が
、
区
議
会
は

２
０
２
１
年
６
月
、
区
民
生

活
委
員
会
で
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
を
求
め
る

意
見
書
」
を
僅
差
の
反
対
多

数
で
不
採
択
に
し
て
い
ま
す
。

４
月
の
選
挙
で
誕
生
し
た
新

た
な
議
会
に
も
働
き
か
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2022年の平和行進

　日本の最賃は世界的に珍しい地域
別。全国平均では961円で、韓国の
990円に及ばず。東京の最賃でも年
収換算192万円。組合は引き上げ運
動を続けています。

　杉並区公契約条例の対象工事
現場では、未熟練工でも時給換算
1,365円が最低基準。業務委託現場
でも1,138円。これを下回る方は救
済の道があります。ぜひ組合までご
相談ください。

夏休み
向け

企画 ３つのイベントで夏を満喫

24-28
27

29-30

7
8

7

夏休み宿題お助け塾 組
合
員

交
流
会

大キャンプ交流会
 ～今年はアメリカキャンプ村～

７月24日(月)～28日(金)
９時30分～12時30分

組合員の小学生のお子さん

１日100円

詳しくは支部・村松まで
８月27日(日)、11時開会

組合員と家族（同居の子女）

①無料（入園＋BBQ）、②フリーパス
利用は、大人3,000円、小人2,000円、
③プール利用は1,000円、④フリーパ
スとプール両方利用は、大人4,000
円、小人3,000円

８月18日（金）または定員150人に
達し次第

アメリカキャンプ村（奥多摩町海澤230）

大人：5,000円　3歳～小学生：2,000円

７月29日（土）朝７時支部出発。家族最大15,000
円の超特価。今回はコテージでの宿泊です。

教員組合の方たちの協力で夏休みの宿題を
サポートします。

恒例の秋のよみうりランドバーベキューです。
当日はスカイゲート前で受付（少雨決行）。

日　時

日　時

対　象

参加費

締　切

対　象

行　先

申　込

参加費

参加費

杉
並
区
環
境
課
と
の
合
同
学
習
会

①
ソ
ー
ラ
ー
②
断
熱
向
上
③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
補
助
を
学
ぼ
う

７月20日

エ
コ
制
度
利
用
が
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス

　

７
月
20
日
（
木
）
、
午
後
７
時
か
ら
、
杉

並
区
環
境
課
と
の
合
同
学
習
会
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　

賃
金
は
上
が
ら
ず
物
価
は
上
が
り
続
け

る
い
ま
、
環
境
に
も
財
布
に
も
優
し
い
省

エ
ネ
は
注
目
の
的
で
あ
り
仕
事
の
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

製
造
か
ら
設
置
・
廃
棄
ま
で
を
含
め
た

ト
ー
タ
ル
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
の
収

支
の
問
題
を
考
慮
し
て
も
、
内
窓
設
置
や

窓
交
換
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
は
特
に
有
望
で

す
。

　

せ
っ
か
く
の
区
の
制
度
、
し
っ
か
り
学
ん

で
、
仕
事
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん

自
分
の
家
に
も
利
用
で
き
る
人
は
申
請
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
良
い
制
度
も
活
用

し
て
。

【日　時】７月20日（木）午後７時開会

【会　場】支部会館３階

【参加費】無料

【申　込】支部・村松まで　電話03-3313-1445

再生可能
エネルギー補助

断熱改修
省エネ補助

LED照明化
補助

太陽光発電設備
や太陽光温水器、
蓄電池の設置など
に、最大30万円の
補助

内窓の設置や窓・
玄関ドアの交換、屋
根・外壁の高日射
反射塗装などに、
最大30万円の補助

アパートなどの共
有部分や区内事業
所の照明のLED化
に、最大30万円の
補助

区環境課
との

合同学習会

さらなる引き上げを

東京都の最低賃金は1,072円

杉並区公契約現場は…
未熟練工も1,365円

最
賃
審
議
会
に
向
け

訴
え
る
仲
間
た
ち

核兵器ない世界へ杉並から

夜７時から平和のつどい



2023 年 ( 令和 5年 ) 7 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 858 号 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認 (  4  )す　　ぎ　　な　　み

第 355 回

司
書
を
続
け
る
べ
き
か
ど
う
し
た
も
の

か
と
悩
ん
で
い
た
そ
の
頃
は
、
高
度
経

済
成
長
期
で
、
和
か
ら
洋
へ
建
物
の
造

り
が
変
わ
っ
て
き
た
時
代
で
し
た
。
実

家
が
繊
維
関
係
の
会
社
を
経
営
し
て
お

り
、
カ
ー
テ
ン
生
地
の
入
手
ル
ー
ト
は

あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
実
家
の
会
社
の

工
事
部
門
と
し
て
カ
ー
テ
ン
取
替
工
事

を
始
め
ま
し
た
。
お
客

さ
ん
は
、
カ
ー
テ
ン
を

新
調
す
る
と
絨
毯
も

新
調
し
た
く
な
る
も

の
。
次
は
壁
紙
も
、
と

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
全
般

が
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
ポ
リ
シ
ー
は
、

嘘
を
つ
か
な
い
・
ご
ま

か
さ
な
い
・
手
を
抜
か

な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
を
守
ら
な
い
と
必
ず

ど
こ
か
で
ボ
ロ
が
で
る

か
ら
で
す
。
ま
た
お
客

さ
ん
か
ら
内
装
と
は
違

う
仕
事
を
依
頼
さ
れ

て
も
丸
投
げ
に
は
せ
ず
、
そ
の
職
人
と

一
緒
に
工
事
を
手
伝
う
よ
う
に
し
て
、
お

客
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て

き
ま
し
た
。
親
子
３
代
に
渡
っ
て
の
付

き
合
い
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

組
合
に
は
、
昔
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住

ん
で
い
た
諏
訪
田
和
外
さ
ん
（
旧
荻
西

分
会
）
に
す
す
め
ら
れ
て
加
入
し
ま
し

た
。
体
を
動
か
す
の
が
好
き
で
、
若
い
頃

は
草
野
球
の
チ
ー
ム
に
所
属
、
区
大
会

に
も
出
場
し
ま
し
た
。
妻
と
娘
た
ち
に

感
謝
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
孫
と
遊
ん
で

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
杉
並
区
松
庵
生
ま
れ
で
す
。
名

前
の
由
来
は
、
祖
父
の
名
前
（
勇
三
）
か

ら
一
字
も
ら
い
、
近
所
で
評
判
の
姓
名
判

断
士
の
占
い
で
縁
起
の
良
か
っ
た
次
と

い
う
文
字
を
充
て
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

生
ま
れ
た
頃
、
五
日
市
街
道
は
馬
車
が

走
っ
て
お
り
、
地
名
は
西
高
井
戸
と
い

い
ま
し
た
。
後
年
、
町
名
の
変
更
で
、
松

庵
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
の
頃
は
、
久
我
山

あ
た
り
の
神
田
川
で
、
ザ

リ
ガ
ニ
取
り
を
し
て
遊

ん
だ
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。
神
田
川
の
源
流

は
、
井
の
頭
公
園
の
奥
に

あ
り
、
湧
水
池
と
し
て

き
れ
い
な
水
が
こ
ん
こ

ん
と
湧
き
で
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
枯
れ
て
し
ま

い
、
地
下
か
ら
ポ
ン
プ
で

水
を
汲
み
上
げ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

大
学
4
年
生
の
頃
、

本
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、

図
書
館
司
書
に
な
ろ
う
と
思
い
一
念
発

起
、
２
ケ
月
間
猛
勉
強
を
し
て
、
国
家

資
格
で
あ
る
図
書
館
司
書
の
資
格
に
合

格
、
上
智
大
学
図
書
館
に
就
職
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
千
葉
県
市
原

市
の
知
り
合
い
か
ら
、
市
川
に
あ
る
女

子
高
の
図
書
館
司
書
に
空
き
が
あ
る
か

ら
来
な
い
か
、
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

手 を 抜 か ず

時 代 と と も に

田
たな か

中 勇
ゆう じ

次さん　西荻・内装

６
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

42
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
出
産
】

村
松　

大
輔
（
西　

荻
）

髙
山　
　

嶺
（
西　

荻
）

村
井　
　

嶺
（
中　

央
）

宮
嶋　

丈
瑠
（
泉　

南
）

萩
村　

茂
仁
（
企　

業
）

【
新
入
学
】

17
件

【
20
歳
】  

１
件

【
資
格
取
得
】

２
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

斉
藤　

忠
盛
（
井　

荻
）

馬
淵　

公
彦
（
井　

荻
）

古
見　

忠
敏
（
井　

荻
）

張
戸　

英
子
（
西　

荻
）

大
淵　
　

貢
（
富
士
見
）

押
木　

秀
雄
（
富
士
見
）

平
安
名
常
太
（
富
士
見
）

鵜
沼　
　

勇
（
阿
佐
谷
）

鈴
木　

一
郎
（
中　

央
）

石
上
征
太
郎
（
浜　

福
）

小
島　

浩
義
（
高　

和
）

ほ
か
２
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
家
族
死
亡
】
４
件

土建国保のトクトク情報

　法人といえば、協会けんぽ＋厚生年
金が基本といわれていますが、先に東
京土建国保に入ってる方が法人を設立
する場合などは、ちゃんと手続きをす
れば東京土建国保が使えます。
　協会けんぽより、東京土建国保の方
がお得なケースもあります。
法人設立そのものの相談にも組合

で対応しますので、ぜひ設立前に相談
してください。

法人化の前に
相談しよう

土建国保で
お得なケースも

組合
に

田中勇次さん

　

６
月
27
日
（
火
）・
28
日

（
水
）
に
４
年
ぶ
り
と
な
る
シ

ニ
ア
の
会
一
泊
バ
ス
旅
行
を
開

催
し
、25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
８
時
半
に
ゆ
っ
た
り
と

支
部
を
出
発
し
、
伊
香
保
の

「
お
も
ち
ゃ
と
人
形
自
動
車
博

物
館
」に
到
着
。
迷
う
ほ
ど
広

い
館
内
で
昭
和
レ
ト
ロ
な
展

示
物
や
昔
憧
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
な
ど
を
見
学
し
、キ
ュ
ー

ピ
ー
人
形
の
絵
付
け
も
体
験
。

　

そ
の
後
、
水
澤
う
ど
ん
街

道
で
昼
食
を
と
り
、
草
津
温

泉
「
喜
び
の
宿
高
松
」に
は
15

時
と
早
め
に
到
着
。

　

夕
食
ま
で
時
間
が
あ
っ
た

の
で
、さ
っ
そ
く
温
泉
に
入
っ

た
り
湯
畑
や
温
泉
街
を
見
学

し
た
り
と
、思
い
思
い
に
過
ご

し
ま
し
た
。

　

夕
食
の
宴
会
で
は
久
し
ぶ

り
の
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ガ
イ
ド
さ
ん
も
乗

り
込
ん
で
バ
ス
で
八
ッ
場
ダ

ム
周
辺
を
見
学
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
ダ
ム
の
放
流
設
備
ま

で
行
き
、
大
迫
力
の
放
流
を

目
の
前
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
群
馬
名
物
の
「
登

利
平
（
と
り
へ
い
）
」で
昼
食
、

舞
茸
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、ラ

ス
ク
で
有
名
な
「
ガ
ト
ー
フ
ェ

ス
タ
ハ
ラ
ダ
」で
た
く
さ
ん
お

土
産
を
買
い
こ
ん
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

草
津
温
泉
の
旅
盛
り
上
が
り

６・27～28

シニアの会
一泊旅行

八
ッ
場
ダ
ム
の
大
き
さ
に
驚
き

シニアの会では旅行のほかに

毎月のシニアさろんなど楽し

いイベントが盛りだくさん！　

みなさんの参加をお待ちして

います。


